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今のような臨床研修制度が始ま

る前は多くの大学で，国家試験合

格後すぐに大学の整形外科教室に

入局し，いわゆるon the job
 

trainingのなかで骨外傷の画像診

断能力を身につけていた．今の臨

床研修制度の下では，整形外科医

になる前から救急外来やERで研

修を受けることが多く，症例を前

にして「折れているのか，折れて

いないのか」という判断を下さな

ければならない機会が増えている

と思う．そのような研修医にとっ

て，骨外傷に詳しい放射線科医が

書いた本書はまさに福音書となる

であろう．

序文によると，著者の江原茂先

生は，30年前ニューヨークの救

急病院で次から次へと送られてく

る救急症例の画像を前に整形外科

研修医達と議論を重ねる毎日を

送っておられたとのことである．

そのときにバイブルとしていたの

が Robert Schultz著 の Lan-

guage of Fracturesという教科書

だったとのことで，おそらく江原

先生はその教科書の日本語版とな

ることを目指して本書を執筆され

たのであろう．厳しい実地訓練を

積まれた江原先生だからこそ他書

に類のない本書のような優れた教

科書を作ることができたのだと思

う．

本書は全部で8章からなる．第

1章は骨外傷の画像を言葉で表現

する際の「決まり事」，第2章は

身体各部位別の骨折を解説してあ

り，シェーマを使ってそれぞれの

骨折を分かりやすく説明してあ

る．第3章は人の名前，受傷者の

職業の名前などがつけられた骨折

の類をまとめて紹介してある．私

も初めて聞く骨折があり大変勉強

になった．第4章はいわゆる病的

骨折，第5章は大人の骨折とは

少々異なる特質を持つ小児骨折に

ついての解説である．第6章は骨

折と間違いやすい正常変異(nor-

mal variant)や非外傷性変化につ

いて述べてある．正常変異は知っ

ているか知らないかで勝負が分か

れるので，たくさん知っている者

の勝ちである．第7章は治療につ

いて簡単に触れてあり，第8章は

まとめとクイズで締めくくってあ

る．

今現在あるいは今後，救急外来

に勤務するすべての初期研修医，

整形外科をめざす後期研修医，そ

して臨床実習中の学生さんに是非

お勧めしたい．この本を1冊読め

ば1歩前に抜け出ること請け合い

である．
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